
広島県国民健康保険医療費適正化業務公募型プロポーザル選定委員会　提案書評価基準

１ 業務名

令和８年度広島県市町国民健康保険特定健康診査実施率向上支援事業業務

２ 評価項目及び配点

点数 係数 配点

3 12

2 8

5 20

4 16

2 8

1 4

1 4

3 12

1 4

1 4

2 8

100

３ 評価の指標

評価は、次の指標により行う。

※　合計点が同点により、最も高いものが複数ある場合は、全委員の多数決により第１順位を決定する。

※　最低基準点を評価基準に基づく評価値（各評価項目の得点の合計点をいう。）の100分の60以上（60点）とし、

　これに満たない場合は失格とする。

※　提案者が一者である場合も同様に評価を行う。

基本方針

見積額 経費の内訳が明確であり、妥当であるか。

評価項目 評価基準

・本業務の目的、業務内容等を十分理解しており、基本的な考え方や業務内
容のポイント等が本業務の趣旨に沿っているか。
・特定健診実施率の改善イメージが具体的に記載されており、そこに至るま
での手法は論理的かつ実現可能か。

対象保険者
ヒアリング

（業務委託仕様書６
(1)含む）

各保険者（市）の現状や受診勧奨事業の実施状況を聞き取り、分析結果と併
せて個別支援につなげることができる効果的なヒアリングの実施が期待でき
るか。

評価値の合計

０～４

機密情報の取扱いに係る
セキュリティ

機密情報保護と情報セキュリティを遵守するための取組について、事業者と
しての考え方、対策等が具体的に提示され、その実行性が確保されている
か。

医療機関受診の
促進支援

医療機関・医師会と行政の関係性を把握した上で、実際に医師の協力を得る
ことができるような具体的な提案ができているか。また、自治体職員に過度
な負荷のない方法が提案できているか。

その他の業務
（業務委託仕様書６

(3)(6)(7)）

・個別支援等がより効果的なものとなるような業務の提案となっているか。
・自治体職員による特定健診実施率向上対策事業の立案に係るスキルアップ
が期待できるか。

業務実施体制

業務を確実に遂行することができる適正な体制（責任者、人員配置や役割分
担、関係機関との連携等）が整備されているか。

実施スケジュールは、計画的で実現可能なものか。

過去に行った本業務と同種又は類似業務の実績や、実績による優位性がある
か。

本業務に必要な知識・経験を有するアドバイザーが配置されており、各保険
者の抱える課題に対し、ノウハウを生かした具体的な支援の実施が期待でき
るか。

個別支援
ヒアリング・分析をもとに、アドバイザーの持つ豊富な知識・経験から各保
険者に応じた助言・支援を行うとともに、助言・支援により各保険者が実施
する事業が特定健診実施率向上に寄与することが期待できるか。

提案
内容

劣っている

点数 ４ ３ ２ １ ０

指標 優れている やや優れている 普通 やや劣っている


